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展示会名 弍ｨｭB�テーマ 偬��5��B�

常設展Ⅰ期 迭���ﾓr�#R�日本画.工芸 田i5��

近代美術館. 青井記念館美 術館合同展 唐���｢豊かな自然と 田i5��

～9/4 ��ikﾘ,ﾈｻ�*ｺ2�(うち43点) 

常設展Ⅱ期 湯��R�ﾖﾆﾂ����絵画と漆工芸 都95��

常設展Ⅲ期 ��"����洋画､彫刻､ 冩���5��～2/20 儘杏ﾊH6h5X4892�

常設展Ⅳ期 �2��"�ﾓB��洋画､彫刻､工芸 冩���5��

生徒への作品説明会

開会式テープカット

｣

創
立
1
1
0
周
年
記
念
美
術
展
の
一
環
と
し
て
'

一
年
を
通
し
本
校
収
蔵
作
品
を
よ
り
多
く
展
示
で

き
る
よ
う
'
例
年
よ
り
も
常
設
展
示
期
間
を
長
く

設
け
ま
し
た
｡
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め

分
野
別
　
(
日
本
画
･
洋
画
･
彫
刻
･
工
芸
二
ア
ザ

イ
ン
)
　
に
ま
と
め
展
示
し
て
お
り
ま
す
｡

ま
た
'
4
月
よ
り
設
置
し
ま
し
た
　
｢
収
蔵
作
品

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
｣
　
に
て
､
映
像
に
よ
る
作
品
の
鑑

賞
と
合
わ
せ
て
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
こ
と
と
思

い
ま
す
｡

Ⅴ
第
3
4
回
同
窓
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー

梅
木
信
作
､
奥
川
義
久
､
堂
前
敏
夫
三
人
展

5
/
-
(
土
)
5
5
/
2
(
火
)

昭
和
2
5
年
本
校
卒
業
の
同
級
生
へ
　
梅
木
信
作
さ
ん

(
日
本
画
)
'
奥
川
義
久
さ
ん
　
(
金
工
)
'
堂
前
敏
夫

さ
ん
　
(
日
本
画
)
　
の
作
品
あ
わ
せ
て
3
0
点
を
展
示
｡

会
期
中
'
授
業
の
一
環
と
し
て
生
徒
へ
の
作
品
解
説

会
が
設
け
ら
れ
'
苦
労
し
た
体
験
や
創
作
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
だ
き
ま
し
た
｡

文
化
部
合
同
展

7
/
1
 
0
(
土
)
～
7
/
2
 
5
(
B
)

生
徒
た
ち
の
日
頃
の
部
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
同
展
に
'
美
術
部
'

陶
芸
部
'
ク
ラ
フ
ト
部
､
写
真
部
'
デ
ザ
イ
ン
研
究
部
'
書
道
同
好
会

の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
｡
各
公
募
展
で
入
賞
､
入
選
し
た
秀
作
も

多
数
展
示
｡
今
年
は
ど
の
部
も
大
作
が
多
く
'
充
実
し
た
活
動
ぶ
り
を

伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
｡
ま
た
'
茶
道
部
部
員
に
よ
る
茶
席
が
設
け

ら
れ
'
会
場
を
浴
衣
姿
の
生
徒
ら
が
彩
り
を
添
え
ま
し
た
｡
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近美学芸員より作品説明会

)

今
後
､
美
術
館
の
案
内
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
設

置
や
'
人
気
の
高
い
収
蔵
作
品
3
点
の
記
念
ハ

ガ
キ
を
制
作
す
る
予
定
で
す
｡

)

県
立
近
代
美
術
館
･
青
井
記
念
館
美
術
館
所
蔵
作
品
展

｢
豊
か
な
自
然
と
生
命
の
響
き
｣
　
8
/
-
(
日
て
9
/
4
(
土
)

常
設
展
Ⅰ
期
　
5
/
-
(
土
)
～
7
/
E
q
(
日
)

｢
昭
和
の
日
本
画
'
工
芸
品
｣

-
期
は
本
校
卒
業
生
で
現

在
活
躍
の
県
内
日
本
画
家
の

作
品
を
中
心
に
大
作
を
多
く

展
示
｡
一
般
来
館
者
か
ら
'

聞
き
な
れ
た
作
家
の
作
品
に

親
し
み
や
す
い
と
好
感
を
得

ま
し
た
｡

今
年
は
'
生
命
あ
る
も
の
の
美
し
さ
､
そ
し
て

そ
の
生
命
を
は
ぐ
く
む
自
然
に
着
目
し
､
日
本
画
､

洋
画
､
彫
刻
'
版
画
'
工
芸
な
ど
'
両
館
あ
わ
せ

て
6
6
点
の
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
｡

期
間
中
'
近
代
美
術
館
学
芸
員
､
当
美
術
館
館

長
に
よ
る
本
校
生
徒
を
対
象
と
し
た
作
品
説
明
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
｡
今
回
は
あ
ら
か
じ
め
用
意
し

た
生
徒
か
ら
の
質
問
に
両
者
が
答
え
る
形
式
が
取

ら
れ
T
　
よ
り
充
実
し
た
説
明
会
と
な
り
ま
し
た
｡

常
設
展
Ⅱ
期
　
9
/
t
f
Z
(
水
)
～
1
 
1
/
1
 
0
(
水
)

｢
絵
画
と
漆
工
芸
｣

Ⅱ
期
は
絵
画
と
と
も
に
漆

工
芸
晶
を
展
示
し
'
色
彩
豊

か
な
漆
の
魅
力
を
お
伝
え
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
｡
尚

美
展
と
同
時
開
催
と
い
う
こ

と
も
あ
り
､
近
年
新
た
に
寄

贈
い
た
だ
い
た
作
品
6
点
も

ご
紹
介
致
し
ま
す
o

｢
朝
　
顔
｣

昨
年
度
'
塚
本
武
彦
氏
　
(
昭
和
3
2
年
窯
業
科
卒

莱
)
　
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
｡

｢
朝
顔
｣
　
(
4
7
×
6
8
c
m
･
1
9
8
1
年
制
作
･

墨
彩
画
)
　
は
'
よ
く
観
察
さ
れ
､
写
生
を
筆
と
墨

の
線
で
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
｡
や
わ
ら
か
な
色
調

で
描
か
れ
､
静
か
な
花
の
動
き
'
生
命
感
に
あ
ふ

れ
た
秀
作
で
す
｡

作
家
紹
介

高
岡
市
中
川
に
生
ま
れ
る
｡
下
関
小
学
校
卒
業
'

現
高
岡
工
芸
高
等
学
校
図
案
科
を
昭
和
1
8
年
1
2
月

に
繰
上
げ
卒
業
｡
京
都
市
立
絵
画
専
門
学
校
日
本

が

い

き

昇

　

　

外

　

義

作

画
科
へ
進
み
､
小
野
竹
喬
'
上
村
栓
塞
ら
に
学
ぶ
｡

神
戸
で
市
内
小
学
校
の
教
諭
を
勤
め
る
傍
ら
兵

庫
県
の
日
本
画
家
連
盟
展
な
ど
で
活
躍
｡

夙
川
学
院
短
期
大
学
教
授
と
な
る
｡
個
展
な
ど

で
発
表
､
活
躍
す
る
｡
平
成
7
年
死
去
｡

物
を
観
察
し
写
生
へ
の
徹
底
し
た
こ
だ
わ
り
を

昇
外
義
氏
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
貫
い
た
画
家
で
あ
っ

た
｡
工
芸
学
校
で
の
恩
師
'
図
案
科
教
諭
の
加
藤

雨
月
先
生
に
つ
い
て
'
｢
先
生
の
描
く
線
は
す
ぼ

ら
し
い
｡
あ
れ
ほ
ど
の
線
が
描
け
る
画
家
は
他
に

は
い
な
い
｣
　
と
､
折
に
触
れ
回
想
し
た
と
い
う
｡
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草
野
年
度
寄
贈
作
品
結
果

催

事

案

内

奥
川
　
義
久

(
昭
和
2
5
年
金
工
科
卒
業
)

鋳
鋼
金
銀
布
目
象
族
花
瓶

1
5
×
2
8
c
m

竹
田
　
圭
治

(
昭
和
2
6
年
金
工
科
卒
業
)

双
耳
細
頚
鋳
鋼
花
瓶

｢
虚
像
｣
3
-
･
5
×
1
-
･
2
m

堂
前
　
敏
夫

(
昭
和
2
5
年
図
案
絵
画
科
卒
)

樹
界
暮
色
　
p
3
0
号

尚
美
展
開
連
作
品
展
1
同
窓
生
作
品
展
-

1
0
月
1
0
日
㈲
～
1
0
月
2
4
日
㈲

第
1
1
回
青
井
中
英
展

1
 
1
月
2
4
日
㈱
～
1
2
月
7
日
㈹

常
設
展
Ⅲ
期

創
立
1
1
0
周
年
記
念
美
術
展

1
2
月
1
 
8
日
出
～
2
月
2
0
日
㈲

卒
業
課
題
展

2
月
2
6
目
地
～
3
月
3
日
㈹

常
設
展
Ⅳ
期

創
立
1
1
0
周
年
記
念
美
術
展

3
月
1
2
日
出
～
4
月
6
日
㈱

は
ぐ
く
み
会
会
員
募
集
の
お
し
ら
せ

は
ぐ
く
み
会
で
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
｡

申
し
込
ま
れ
た
日
か
ら
一
年
間
会
員
と
な
り
ま
す
｡

主
な
活
動

1
　
青
井
記
念
館
美
術
館
へ
の
協
力
･
支
援

2
　
中
学
生
美
術
展
(
青
井
中
美
展
)
へ
の
支
援

特

　

　

典

1
　
企
画
展
等
の
案
内

2
　
は
ぐ
く
み
会
だ
よ
り
の
配
布

年

会

費

一
般
会
員
　
(
個
人
)
　
　
　
　
　
　
二
､
〇
〇
〇
円

特
別
会
員
　
(
企
業
､
団
体
等
)
　
一
〇
'
〇
〇
〇
円

お
問
い
合
わ
せ
･
申
し
込
み
先

青
井
記
念
館
美
術
館
は
ぐ
く
み
会
事
務
局

カ
メ
一
フ
を
使
わ
な
い
写
真
作
り

(
フ
ォ
ト
グ
ラ
ム
)
　
講
師

8
/
3
(
火
)
-
8
/
5
(
木
)

寺
腰
健
一
先
生

昨
年
度
ま
で
は
　
｢
凧
作
り
｣
　
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
､

今
年
は
内
容
を
一
新
し
ま
し
た
｡
小
物
を
造
形
的
に
並
べ

た
り
'
手
を
か
ざ
し
た
り
し
て
陰
影
を
作
る
こ
と
で
写
真

が
で
き
あ
が
る
フ
ォ
ト
グ
ラ
ム
を
題
材
と
し
ま
し
た
｡
小

学
生
8
名
が
受
講
し
ま
し
た
｡
小
物
を
工
夫
し
て
配
置
し

た
作
品
が
薄
暗
い
暗
室
の
中
で
印
画
紙
に
焼
き
付
い
て
く

る
様
子
を
受
講
者
は
感
動
し
て
見
つ
め
て
い
ま
し
た
｡)

今
年
は
記
念
美
術
展
の
年
と
い
う
こ
と
で
､
多
く
の

方
々
に
鑑
賞
し
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
｡
平
成
1
 
7
年

度
も
ま
た
､
作
品
発
表
の
場
､
｢
同
窓
生
ギ
ャ
ラ
リ
-
｣

を
予
定
し
て
い
ま
す
｡
卒
業
生
の
皆
さ
ん
､
申
し
込
み

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
｡

本
年
度
よ
り
山
本
実
館
長
の
あ
と
を
引
き
継
ぎ
､
館

長
を
勤
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
｡
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
｡

(
館
長
　
竹
田
貞
郎
)

編

集

発

行

富
山
県
立
高
岡
工
芸
高
等
学
校

青
井
記
念
館
美
術
館
は
ぐ
く
み
会

住
　
所
一
画
9
-
3
･
8
-
1
8
高
岡
市
中
川
一
･
1
･
二
〇

T
E
L
(
〇
七
六
六
)
二
一
⊥
六
三
〇

F
A
X
(
〇
七
六
六
)
二
二
⊥
六
三
1


